
（別紙様式）
２６都道府県番号

京 都 府都道府県名

（①□ ②□ ③ ）÷
※該当する観点に をすることﾁｪｯｸ

Ⅰ．学校名及び規模

京都市立上鳥羽小学校（フロンティアスクール名）
年 年 年 年 年 年 計 教員数1 2 3 4 5 6 特殊学級

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３ １８
児童数 ６３ ５８ ７１ ６２ ７３ ６８ １ ３９６

Ⅱ．実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨）

・主題（テーマ）

自分の思いや考えを豊かに表現できる子

ー評価を生かした指導法の工夫ー

・テーマ設定の趣旨

， （ ），教材との出会いの工夫 複数の指導者による学習展開 協力指導

自己評価・相互評価を取り入れた評価活動等を行うことにより，豊

かに表現する力を育てる。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫

・研究部（メンバー 研究主任，研究部員各学年 名）1

教育環境整備 研究部 授業研究会

同和部 生徒指導部 養護育成部 外国人教育部 国語部

（ⅱ）実践研究の内容

国語科における全学年の年間単元別評価規準表

研究主題を「自分の思いや考えを豊かに表現できる子～評価を生かした指導

法の工夫～」とし，子どものよさを生かす授業改善に向け，指導すべき目標や

内容を明確にするだけでなく，指導者が一人一人の児童の学習過程や学習の状

況を正確につかみ，適切に評価することを目指した。

国語科の 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言「 」「 」「 」「 」「

語についての知識・理解・技能」の５つの学習観点を踏まえ，児童に育てたい



言語の能力を単元別に取り上げた年間単元別評価規準表（マトリックス）を作

成した。また，１時間ごとの評価規準を明らかにし 「おおむね満足できる」，

子どもの姿（Ｂ規準 「十分満足できる」子どもの姿（Ａ規準 ，さらにＢ規）， ）

準に至らない子どもへの具体的な支援を明らかにして毎時の指導にあたってい

る。

＜年間単元別評価規準表の一例＞

第６学年２学期の規準表の一部
， ，国語に対する関 目的や意図に応 目的や意図に 目的に応じ，内 音声 文字

心をもち，計画 じ，考えた事や 応じ，考えた 容や要旨を把握 語句，文や観点

的に話し合った 伝えたい事など 事などを筋道 しながら読む。 文章，言葉

り，適切に書い を的確に話した を立てて書く （読む能力） 遣いなどの。

たり，幅広く読 り，相手の意図 （書く能力） 国語につい

書しようとした を考えながら聞 ての基礎的

りする （国語 いたりする 話 な事項につ。 。（

への関心・意欲 す・聞く能力） いて正確に

・態度） 理解してい

る （言語に。

ついての知単元

識・理解・

技能）

二 つ の 課題に対して調 組み立てを工夫 文章全体の組 自分の考えを広 文章を書く

意 見 か べ，計画的に話 しながら話し， み立ての効果 げたり深めたり 際に目的や

ら し合いに参加し 話し手の意図を を考えて意見 するために事象 意図に応じ

たり効果的に書 考えながら聞い 文を書いてい （例）と意見と た構成を活

。き表したりしよ ている。 る。 の関係を押さえ 用している

うとしている。 て読んでいる。

海の命 作品を読み味わ 命についての 文章の叙述に則 優れた表現

うとともに命に 自分の考えを して，登場人物 や叙述に着，

ついて考えを深 経験や本で読 の生き方や考え 目し，語感

めようとしてい んだことなど 方を読み取って や言葉の使

る。 を事例として いる。 い方につい

入れながら組 て感心を深

み立てを考え めている。

て文章にまと

めている。

日 本 で 文字についての 仮名の由来

使 う 文 関心を高めよう や特質，漢

字 とする。 字と仮名の

表すものの

違いを理解

している。


